
 

 

 

 

 

                  報道発表資料の配付日時 ２月 18 日（水）10 時 00 分 

発 表 項 目 

（ 行 事 名 ） 
令和７年度（2025 年度）日高管内教育実践表彰について 

記者レクチャー 

の お 知 ら せ 

(実施日時) 
発 表 者  

発表場所  

概 要 

 

日高教育局では、昭和 42 年から、管内教育の充実発展を図ることを目的として、

学校教育及び社会教育の振興に功績のあった団体、個人を表彰しています。 

この度、３団体２個人の受賞者を決定しました。 

受賞者に対しては、日高教育局長 小西 晃 が関係学校等を訪問の上、別記

のとおり表彰式を実施します。 

 

日時 受賞者 開催場所 

令和８年（2026 年） 

２月 20 日（金） 

15 時 00 分から 
北海道三石翔武館 新ひだか町立三石中学校 

令和８年（2026 年） 

２月 25 日（水） 

13 時 10 分から 
浦河町立堺町小学校 浦河町立堺町小学校 

令和８年（2026 年） 

２月 25 日（水） 

13 時 40 分から 

日高教育研究所・教職員研修センター 

副所長 前 川 綾 子 氏 
日高教育研究所・教職員研修センター 

令和８年（2026 年） 

２月 26 日（木） 

９時 55 分から 

新ひだか町立静内小学校 

教諭 和 泉 伸 也 氏 
新ひだか町立静内小学校 

令和８年（2026 年） 

２月 26 日（木） 

11 時 10 分から 
北海道浦河高等学校 北海道浦河高等学校 

 

参 考 

【配付資料】 

・令和７年度（2025年度）日高管内教育実践表彰受賞者一覧 

・受賞者の功績概要 

・日高管内教育実践表彰要項 

 

報 道 ( 取 材 ) 

に 当 た っ て 

の お 願 い 

 

他 の ク ラ ブ 

と の 関 係 

同 時 配 付 

同 時 レ ク 

(場所) 

 

担 当 

（ 連 絡 先 ） 

日高教育局企画総務課長     茶 畑 博 之（TEL 0146-22-9480） 

企画総務課総務係長  山 本   真（TEL 0146-22-9484） 

 

２／２０（金）～２／２６(木)の行事 

 



（３団体・２個人）

番号
団体・
個人別

推薦者 団体名 ・ 個人名（所属）

1 新ひだか町 北海道三石翔武館

2 浦河町 浦河町立堺町小学校

3 学校長 北海道浦河高等学校

4 新ひだか町
和　泉　伸　也

（新ひだか町立静内小学校）

5 教委連会長
前　川　綾　子

（日高教育研究所　副所長）

団体

個人

管内道徳教育の充実を推進する実践

管内教育を推進する研修の充実

地域課題を捉えた探究活動
～地域と学校が一体となった学びの実践～

令和７年度(2025年度)日高管内教育実践表彰受賞者一覧

功績の概要

剣道を通じた青少年の健全育成、管内教育振興への寄与

学校教育
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受賞者の功績概要 

 

【北海道三石翔武館】 

「剣道を通じた青少年の健全育成、管内教育振興への寄与」 

北海道三石翔武館は、剣道の理念に基づき、子どもたちの健全な心身の育成と豊かな人間形成

を目的として、平成 11 年から長年にわたり、地域に根差した活動を展開しています。 

特に、剣道の基本精神を根幹に据えた指導により、子どもたちの心・技・体の育成を図り、全

国・全道的規模の剣道競技大会において、団体戦・個人戦ともに優秀な記録または成績を収めて

います。 

また、競技のみならず、学校生活・地域生活において幅広く活躍することができる子どもを多

く輩出することで、地域のスポーツ振興、子どもたちの健全な育成に大きく貢献するなど、特色

ある教育実践は、管内教育の充実発展に大きく寄与しました。 

 

【浦河町立堺町小学校】 

「学校教育」 

堺町小学校では、急増する外国籍の児童に対して、特別の教育課程を編成し、一人一人に応じ

た指導を充実させるとともに、視察研修等を通した教員の日本語指導力の向上、地域人材を活用

した支援体制の整備など、児童が資質・能力を身に付ける教育活動を、学校全体で組織的に取り

組んでいます。 

具体的な取組として、在籍学級の担任との情報共有を中心となって行う教員を位置付け、組織

的な取組を進めるほか、町教育委員会と連携して、地域人材を積極的に活用した授業中における

日本語支援、教員同士の定期的な打合せを通した学校生活全般の支援、放課後の居場所づくりな

どを行っています。 

また、道教委の「帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業」の指定校として、自校におけ

る実践の成果を、道教委主催の各種会議や、近隣小中学校との研修会で広く普及するとともに、

校区の中学校と連携して地域全体の外国籍の児童生徒支援の取組を推進するなど、その先導的な

教育実践は、管内教育の充実発展に大きく寄与しました。 

 

【北海道浦河高等学校】 

「地域課題を捉えた探究活動～地域と学校が一体となった学びの実践～」 

浦河高校では、平成 24 年の「総合学科」移行以来、「自ら課題を発見し、目標達成に向け他者

と協働しながら、北海道や地域を支える共生社会実現に資する人材の育成」をスクールミッショ

ンに掲げ、探究活動を教育課程編成の重要課題に位置付け、取組を行っています。 

具体的な取組として、２年次では、SDGs に基づき世界的課題についての探究活動、３年次では、

地域に視点を向けた探究活動に取り組むなど、地域や世界を探究のフィールドとした活動に取り



- 2 - 

 

組み、こうした取組の成果は、令和６年度に開催された道教委主催の「探究チャレンジ・アジア」

において、北海道知事賞を受賞しました。 

また、国立教育政策研究所の「総合的な探究の時間」及び「特別活動等」の指定校及び同研究

所教育課程実践協力校事業の「国語」の指定校として、教科等横断型の授業研究を行い、その研

究成果は、自校の授業改善はもとより、管内の高等学校及び小・中学校への授業公開等を通じて、

普及を図るなど、管内教育の充実発展に大きく寄与しました。 

 

【和 泉 伸 也（新ひだか町立静内小学校）】 

「管内道徳教育の充実を推進する実践」 

和泉教諭は、長年にわたり、道徳教育推進教師として、道徳教育の推進に係る実践的な研究に

取り組み、授業改善に尽力するとともに、日高管内道徳教育研究会の一員として、その成果を管

内及び道内に積極的に発信するなど、道徳教育の充実に取り組んでいます。 

特に、令和６年度からは、道教委の「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進事業」

において、管内道徳教育推進チームの一員として、中心的な役割を担い、管内及び本道の道徳教

育の振興・充実や、後進の育成に大きな成果を上げています。 

また、全道の道徳教育研究大会において、「道徳科の指導と評価」をテーマに、問題意識を持た

せる導入の工夫や自我関与を意識した発問、体験的な活動の工夫等について、豊富な経験に基づ

いた研究成果の提言を行うなど、道徳教育推進の中核的な役割を果たしており、その優れた教育

実践は、管内教育の充実発展に大きく寄与しました。 

 

【前 川 綾 子（日高教育研究所・教職員研修センター）】 

「管内教育を推進する研修の充実」 

日高教育研究所 教職員研修センター 前川副所長は、平成 26 年度から平成 30 年度まで所長

として、令和元年度以降は副所長として、長年にわたり、中心的に同研究所・研修センター運営

に携わり、日高管内の教育課題の解決に向けて、所員及び協力員とともに、実践研究や研修事業

を行うほか、加盟機関である各教科等研究団体への支援や研究成果の普及を行っています。 

近年では、実践研究として「『主体的・対話的で深い学び』の視点を取り入れた授業改善」をテ

ーマに、管内全域から協力員を招聘し、所員及び教育局指導主事とともに授業づくりを行い、そ

の授業を管内全体に向けて公開しているほか、研修事業として、全道及び全国から専門家を招聘

し、教職員の課題意識を踏まえた講演会の開催、加盟機関である各教科等研究団体と協働した研

修会を年に複数回実施しています。 

こうした実践研究や研修事業を通して、教職員の専門的な資質能力の向上が図られており、そ

の優れた教育実践は、管内教育の充実発展に大きく寄与しました。 

 



日 高 管 内 教 育 実 践 表 彰 要 項 

 

（昭和42年10月１日局長決定）  

 （昭和61年11月28日一部改正）  

（昭和63年１月９日一部改正）  

（平成２年12月26日一部改正）  

（平成３年12月26日一部改正）  

（平成７年12月６日一部改正）  

（平成13年12月12日一部改正）  

（平成15年12月26日一部改正）  

（平成16年10月27日一部改正）  

（平成18年11月１日一部改正）  

（平成19年11月29日一部改正）  

（平成21年11月26日一部改正）  

（平成24年12月25日一部改正）  

（平成29年２月16日一部改正）  

（平成30年２月27日一部改正）  

（平成30年11月28日一部改正）  

（令和２年11月30日一部改正）  

（令和４年10月27日一部改正） 

（令和５年10月26日一部改正） 

（令和７年11月11日一部改正） 
 

１  目的 

    日高管内の学校教育及び社会教育の振興に功績のあったものを表彰し、もって充実発展を図る。 

２  表彰対象 

  団体及び個人 

３  表彰候補者等の推薦 

  (1) 推薦の観点 

ア 優れた研究や実践活動を行い、その功績が管内教育の振興に顕著であるもの 

イ 学校教育又は社会教育の振興に寄与する活動を行い、その功績が管内教育の振興に顕著であ 

るもの 

(2) 推薦の方法 

      道立学校長、町教育委員会教育長及び日高管内教育委員会連絡協議会会長は、別記に基づき、

別紙第１号様式により、教育局長に推薦する。 

   なお、複数の候補者を推薦する場合は、順位を付して推薦する。 

４  被表彰者の決定  

  各道立学校長、町教育委員会教育長及び日高管内教育委員会連絡協議会会長から推薦のあった者 

の中から、別に定める選考委員会の審議を経て、教育局長が決定する。 

５  表彰の方法及び時期 

  (1) 表彰は、表彰状等を贈呈して行う。 

  (2) 表彰の時期は、その都度決定する。 

６  その他 

    この要項に定めるもののほか、表彰に関し必要な事項は教育局長が定める。 

 

 



別記 
 

 

 

※ 表彰の対象となる教職員の範囲 

    

 

推薦区分 表    彰    対    象 推 薦 者           

団体 

 町立の幼稚園（幼保連携型認定こども園を含む）・小学
校・中学校・高等学校及び関係団体 

各町教育委員会教育長 
日高管内教育委員会連絡協議会会長 

 道立の高等学校・特別支援学校及び関係団体 各道立学校長 

 管内の学校教育又は社会教育の振興に寄与する活動を
行った関係団体（子育て支援や青少年育成を行った団
体、少年団、地域学校協働本部、家庭教育サポート企業、
子どもの読書活動等の取組を行った団体等） 

各町教育委員会教育長 
日高管内教育委員会連絡協議会会長 

個人 

 町立の幼稚園（幼保連携型認定こども園を含む）・小学
校・中学校・高等学校の教職員（※）及び支援者 

各町教育委員会教育長 
日高管内教育委員会連絡協議会会長 

 道立の高等学校・特別支援学校の教職員（※）及び支援
者 

各道立学校長 

管内の学校教育又は社会教育の振興に寄与する活動を
行った関係者（子育て支援や青少年育成を行った者、少
年団、地域学校協働本部、家庭教育サポート企業、子ど
もの読書活動等の取組を行った者等） 

各町教育委員会教育長 
日高管内教育委員会連絡協議会会長 

校長、教頭、主幹教諭、教諭、助教諭、養護教諭、養護助教諭、栄養教諭、園長、主幹保育教諭、指導保育教諭、保

育教諭、助保育教諭、講師、事務長、事務職員、学校栄養職員、実習助手、技術職員、寄宿舎指導員、スクールカウ

ンセラー、スクールソーシャルワーカー、部活動指導員等 


